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さらに検討した結果，5HT3 および GABAA 受容体を活性化することが作用機序の本体であ
ることを見出した． 
 以上，新しい神経因性疼痛治療薬の候補化合物である M58996 を見出したことは画期的
な創薬研究であり，博士（薬学）の学位に値すると判断した．
